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こんにちは。ただいまご紹介いただきました 

西田でございます。本日は、歴史と伝統ある、こ

の研究会でお話をさせていただけますことを大

変うれしく思っています。 

 先ほどご紹介いただきましたとおり、もともと

は土木の出身ですが、その後、外資系のコンピュ

ーター会社に行きまして、地域開発をしたり、交

通計画をしたり、阪急電鉄でもそういう仕事をし

ていたのですが、2004年、この会社をつくりまし

た。 

 こちらの会社は、社員数が十数名という小さな

会社です。十数名の内訳は、道路や交通の技術者

が 2、3名で、残りは全部情報処理の技術者です。

そういうちょっと変わったスタートアップ企業

ですが、いろいろな道路交通関係の事業でお手伝

いをさせていただきます中で、幾つか本日ご紹介

させていただくような事例が溜まってまいりま

したので、今日はそのご紹介をしたいと思います。 

 私自身は、こちらの会社の代表取締役で設立か

ら今まで代表をしているのですが、この他、大学

や民間企業や社団法人の役員をしておりまして、

昨年から土木学会の理事も拝命しております。今

年度土木学会の会長は小林先生が就任されてお

られますけれど、そのかばん持ちではありません

が、かなりの頻度で東京にも出ております。 

 今日お話しさせていただきますのは、IoT 活用

事例です。IoT（Internet of Things）を分かりや

すく言うと、センサーをインターネットの回線を

使って制御し、データを中央サーバに集めたり、

そのデータを使ってまたインターネットを通し

ていろいろなものを制御するというような概念

です。本日は 5つほど事例を紹介させていただき

ます。特に、Wi-Fi パケットセンサーと、車両プ

ローブのシステムはケニア、ラオスに導入しまし

たので、海外での導入事例についても詳しく説明

させていただきたいと思います。 

 

１ GPSプローブと交通流動観測  

まず最初に、GPS プローブと交通流動計測（観

測）ということでご紹介をさせていただきます。

のちほど詳しくラオスの事例についても説明を

させていただくのですが、計測するためのセンサ

ーは市販のスマートフォンを使っています。この

GPS を使いまして、スマートフォンの持っている

通信機能でインターネット回線を使って、日本の

センターサーバーにデータをアップロードして、

バスのロケーションシステムを動かします。 

 従来の専用機を使うのに比べると、極めて安価

で、ランニングコストも大変安いという特徴があ

ります。途上国で IoT の運用はできるのですが、

日本と違って維持管理の費用がなかなか捻出で

きないということで、汎用品を使って通信費だけ

で維持ができるシステムを作りました。詳細はの
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ちほどご紹介をします。 日本では、みなと観光

バス、明石の Tacoバス、昨年から高知県内のバス

に順次導入をしまして運用しております。同じよ

うな仕組みで、スマートフォンをセンサーとした

のはバスだけではありません。これはインドネシ

アのマカッサルでタクシーに積んだときですが、

タクシーの空車、実車、配車の情報をスマートフ

ォンでコントロールしながら、配車センターで、

どこに空車がいるか分かるようにする。目的は、

配車サービスを提供することでスマートフォン

をタクシーに積んでもらって、タクシーをセンサ

ーにして交通情報取得をすることにあるのです。

十台ほどのタクシーだけでも街中の渋滞箇所が

センシングできるということで、道路観測をする

ためにもコスト負担が少ない、途上国では特に大

変有効なシステムです。 

 現在、私ども、NEXCO 西日本さんから交通情報

サービスのシステム開発と運用を受託している

のですが、これは西鉄バスさんがバスに搭載して

いる GPSを使って、区間の交通速度、所要時間を

計測して、一般向けに提供するシステムです。 

 NEXCO西日本さんのiHightwayで「詳細マップ」

というリンクをクリックしていただくと、こうい

うような画面が出ます。速度情報以外に JARTICの

情報なども Google の地図にマッピングをして表

示したり、それから気象情報なども全部おなじベ

ースマップにマッピングをして見ることができ

ます。 何か遅い区間があるな、というような情

報が出たら、JARTIC情報に切り替えると、あ、こ

こは 1車線規制している、というようなことがお

客さんの手元でも分かるというようなサービス

で、こういうサービスが提供されています。 

  

２ 車両の運行管理システム 

次にご紹介しますのが、車両の運行管理システ

ムです。先ほどご紹介しましたように、車両にス

マートフォンをセンサーとして搭載するという

のは、もちろん道路管理側から言うと、そのデー

タを使って交通情報を取得するということです

が、車両の運行管理側からも、この情報を使って

いろいろな管理ができます。 例えば日本国内だ

とバスやトラックに積んで、どこに車両がいるか

を管理するだけですが、途上国に行きますと、も

っといろんな使い方ができる。例えばこれが 3万

5,000 円初期費、月額 1,000 円の通信費で利用で

きるとすると、このセンサーを車両の中にビルト

インしてしまいますと、例えば盗難に遭ったとき

に自分の車がどこにあるかわかります。それから

途上国では運転手がガソリンを抜いたりするこ

ともあるので、走行している距離が全部計測でき

るわけです。今回ちょっと燃費がおかしいから、

どこかで燃料抜きをやったのではないかという。

それから車両の位置情報システムを入れている

と、保険の算定のときに、盗まれてしまうリスク

が減りますから交渉しやすいということもあり

ます。海外では日本以上にこういうサービスの導

入費や運用費は、別のメリットで回収ができる場

合があります。このようなサービスを今後、途上

国に導入しながら、トラックの運行効率化の提案

をしているところです。 日本では、富士運輸さ

んという奈良の運送会社が実用化されておられ

まして、1,000 台以上の GPS で車両の位置を追い

かけるんですね。ある車両をクリックしますと、

その車両の 1日の走行軌跡が出て、さらに詳細の

動きを見たいときには、マウスカーソルで下の運

行ダイヤグラムを動かしていくと、いつどこを走

っているかが全部分かります。 赤くなっている



 

 

ところは、おそらく停車、すなわち休んでいると

ころで、速度が出ていないところを示しているの

ですが、例えばこの中の赤いところにカーソルを

持っていきますと、停車している場所が地図で表

示されます。 

 実は社長さんがこれを毎日見ておられたりし

て、昨日の何時にどこどこで休憩を 1時間半取っ

たねとか、規定の休息をとっているかとか、こう

いう感じでわかるのですね。運転手さんからはあ

まり評判がよくないかもしれませんね。 

 ただ、非常に良いのは、朝起きるときに、運転

手さんが仮眠場所で寝過ごすことがあるんだそ

うですけれど、連絡が来ずに寝ているらしいとい

うことで、近くの施設に電話して起こしてもらっ

たことがあるとか。リアルタイムに運行管理をす

るニーズはさまざまなところにあると思います。 

 

３ Wi-Fiパケットセンサー  

次にご紹介するのは、Wi-Fi パケットセンサー

です。弊社でこれの開発をして実用化してから 5

～6 年が経ちますが、大変引き合いが多くて、社

員が夜な夜なずっとこれをつくることになって

おりましたので、実は今年から富士通の那須工場

で大量生産をしてくださることになりました。働

き方改革の実現ができそうになっています。 

 どんなものかといいますと、皆さまがお持ちの

スマートフォンで Wi-Fiをオンにしますと、スマ

ートフォンというのはスタンバイ状態でも Wi-Fi

基地局につなぐためのシグナル、ビーコンを出す

んですね。機種にもよりますが、ビーコンが 30秒

から 2分に 1回ぐらい発信されます。 

 このビーコンの中に機種の固有情報、MAC アド

レスが含まれています。これは個人情報として個

人の識別はできないのですが、1 台 1 台の機種固

有の識別情報となっています。これを取得します

と、スマートフォンがどう動いているのか、例え

ばこの会場にこのセンサーを置きますと、会場内

に幾つのスマートフォンがあるかが分かります。

だいたいスマートフォンの保有率は日本で 70％

ぐらい、途上国で 90％ぐらいなので、WiFiをオン

にしている率をさらに乗じて、その逆数を計測数

に掛けると全体数が分かるという仕組みになっ

ています。 

 このセンサーは AMPセンサーと呼んでいるので

すが、取得したデータは生のままでは危険ですの

で、匿名化、アノニマス化しまして、それをセン

ターサーバーに伝送して記録し、解析するという

仕組みです。 

 センサー自身は非常に簡単なもので、10センチ

角、高さ 5センチくらいの箱に入っています。電

源さえ差せば、携帯電話回線でデータを自動的に

アップロードしますので、設置は電源を差すだけ。

非常に簡単で、例えば自動販売機の上とか、事務

室の窓際にぽんと置いておくとセンシングをし

てくれるというものです。 このセンサーの周り

で観測されるスマートフォンの数を時系列で記

録していきますので、滞留時間とか通過速度の変

動が取れます。2地点間で同じ IPを追跡してくと

OD表がつくれます。それから、地点間の移動時間

をこれで計測しますと、平均速度や所要時間が算

出できます。 

 ある ID が最初に取得された時間から取得され

なくなった時間の差は、これが滞留時間になりま

すから、滞留時間分布も計算できます。 

 もう一つは、これはビッグデータと呼べると思

いますが、大変な数のデータが集まるのですが、

1 週間続けて計測しまして、1 週間のうち 3 日以

上記録された IDはレジデンスと判定して、1日か

2 日しか聞こえない人はビジターだと判定する。

例えばこういう算出ロジックを入れることで、ビ

ジター率を計算することができます。 

 昨年、清水寺の周りが観光渋滞を起こしている

ということで、京都市さんから、いつどこにどれ

だけ観光客が来ているか、清水寺に来ている人は

どこから入って、どう出ているかを知りたいとい

うことで、東山地域に 20 個ほどこのセンサーを

置いて観測しました。これがその結果です。 

 真ん中の列が 15分間に観測された ID数、後ろ



 

 

のカラムがその 15分前に観測された ID数。それ

をグラフにして、リアルタイムに今どこの地点で

どれぐらいのスマートフォンがいるかを示した

グラフです。 

 これは、2016年、南海電鉄さんと戎橋筋商店街

さんから依頼を受けてセンサーを置いたときの

計測結果です。たまたま置いた日がハロウィンの

前日だったんですね。2016年のハロウィンという

のは休日にかかりまして、記憶のある方もいらっ

しゃるかもしれないですが、ハロウィンの夜に若

者が騒ぎ出した最初の年でした。ハロウィンの大

騒ぎは、この 2年間の出来事なんですね。 

 大阪府警さんもこれほど人が集まるとは思っ

ておられなかったようで、この日に戎橋、大阪で

は通称引っ掛け橋ですが、この道頓堀に置いてあ

るセンサーの計測数がこのカーブ。青の線が南海

なんば駅の 3階のメイン改札のセンサーです。こ

の２つを見ると南海の朝のラッシュ時と同じぐ

らいの人が戎橋にいたということが分かりまし

た。 警備関係の方々も、夜はすごいことになっ

ていたことは感覚的にわかっていたのですが、こ

のデータを見て、来年からの警備計画の参考にな

ると大変喜んでいただけたと聞いています。 

 それから次の図は、先ほどご紹介をした東山に

置いたセンサーの OD です。この丸いグラフは

Chord Diagramと呼んでいます。OD表をこういう

ふうに図にしました。ある地点からある地点に行

ったトリップ数を線の太さで表しまして、この円

弧の長さが発生集中量となります。地区全体の発

生集中量の比で円周を分割しまして、相手側の地

区と流動した量を図にしたものですね。 

 このような図がリアルタイムに描けるんです。

今ここは混んでいるけど、どこから来た人で混ん

でいるのかな、というような解析がでる。過去の

データも蓄積していますから、どの地点でもリア

ルタイムに、例えば今週だけの集計とか先週の集

計とかが取れるようになっています。 

 もうちょっと皆さんの見慣れている形の OD 表

にするとこんな感じです。現在は京都府北部の海

の京都のエリアに 60 基のセンサーが常設稼働し

ています。この地域の課題は、日本三景の天橋立

には観光客は来てくれるが、この観光客がもう少

し他の地域にも回遊してくれないか、もっと地域

内で宿泊してくれないかと考えておられます。い

ろいろなイベントをした時に、人の動きの変化を

分析されたりします。既に 2年半ぐらい計測を続

けておられます。例えばこの図は、ある日に天橋

立に来た人が、ほかのどこに行ったかを示した時

の数字で、逆向き OD表といっているんですけど、

こんな図がいつでもどの日でも描くことができ

るようになっています。 

 こういう広域での流動解析のような使い方以

外に、建物内などにこれを置いて、より詳細な人

の流動を分析することもできます。これはグラン



 

 

フロント大阪の北館、南館ですね。2 階に複数の

センサーを置きまして、計測された一人ひとりの

人の動きをアニメーションにしています。これを

見ると、どこが混んでいて、どこが空いているか

が一目で分かりますね。 

  次の図は、ある展示会の会場の中で、会場の

周囲に沿って(図の緑の場所)にセンサーを置き

ました。そうしましたら、セミナー会場に人が集

中する様子や、エントランスから人が移動してい

って、人気のある展示に集まる様子を観測するこ

とができました。こういうような人の動きをリア

ルタイムに計測していくことができるのです。 

 次は、道路です。これは九州道の熊本で、震災

復興工事の際の計測です。地震で被害を受けた道

路を規制しながら工事を進めていかれたのです

が、時間帯によっては渋滞が激しくなるというこ

とで、次のインターまで何分かかるかを計測しま

しょうということで、このセンサーを何カ所かに

置きました。その時の計測データです。 

 そうしましたら、渋滞の起こっていない日は、

よく飛ばしますよね。120キロから 80キロまで速

度分布していますが、事故渋滞が発生しますと区

間平均速度が 15 キロぐらいまで落ちます。回復

しかけたときに、もう一回事故が起こったのだと

思いますが、また渋滞が激しくなる。極めてきれ

いな速度変化が計測されています。 

 青色で示しているものは Bluetoothの計測結果

で、黄色は Wi-Fi です。Wi-Fi と Bluetooth は、

実は同じ周波数帯を使っていまして、データの取

得の仕組みはちょっと違うんですけど、アンテナ

と受信方法を変えたら両方とも取れるんですね。

こういうふうに、実際に区間の走行速度分布を取

ることができました。 

 次にお見せするのは、これはヴィエンチャンで

の計測例です。3 年ぐらい、ヴィエンチャンの主

要交差点にパケットセンサーを置いています。こ

のデータを用いて、交差点間の所要時間の計測を

しました。一般市民の方に、この図はインターネ

ットを通してオープンにしています。 

 例えば赤い線の沿道には夜店が出ますが、その

時には非常に道路が混んだりします。そうなると、

車は遠回りや、迂回した方が早いです。クリック

すると交差点間の所要時間が表示されます。これ

を見ながら、混雑区間を避けて運転してもらう。 

 次の図は、京都府北部の海の京都での計測例で

す。海の京都エリアの 60 カ所にセンサーを置い

ているのですが、これを使って、どの日に一番観

光客が多いのか見てみますと、やはりゴールデン

ウィークが一番観光客が多いですね。次にお盆で

した。グラフが飛び出ているのが土日、休日で、

凹んでいるところが平日です。 

 先ほど申し上げましたように 1週間に 3日以上

計測された方が地域住民であると判定をします



 

 

と、住民の方の流動量は休日に落ちて平日に上が

ってくるのがわかります。観光地ごとに、年間で

はいつがピークなのか、今年のゴールデンウィー

クはどれだけ集中があったのかが常時観測され

る仕組みです。 

 京都府道路公社のインターなんかにも置いて

おられるのですけど、普通はインターから先、お

客様はどう動いているかまったく分からないの

ですが、インターを出てどこに走っているとか、

そういう行先も分かるようになっています。 

 次に示しますのは、先ほどご紹介しました清水

寺の計測ですが、寺院などへの観光入込客数はな

かなか計測できないですよね。今まで清水寺に入

って出るまで平均何分かかっていたか、その数字

はあまり集計できなかったのですが、これを見る

と清水寺の拝観は 35分の方が多いですね。 

 雨の日は、拝観時間は少し延びます。交通渋滞

の激しい日は、拝観時間はちょっと短くなります。

道が混むから早めに帰ろうとされるんでしょう

か。また、清水寺の前で写真を撮って、買い物だ

けして帰る人が多いことも分かりました。 

 こういう情報を全部集約してダッシュボード

のような形で観光協会や役所の事務所のパソコ

ンからいつでも見ることができるようになって

いまして、自分の管理エリアの施設の観光客の上

京が手に取るように分かることになります。 

 次は、神社の入口のところにセンサーを置いて

ある写真です。お祭りの時などに使うコンセント

があれば、そこから電気をちょっともらって、電

源を差すだけですから、設置は 15分。右の図のよ

うなたくさんの箇所にセンサーを置いています

から、京都府北部の観光ルート上の施設について

は、リアルタイムで観光流動が計測されるように

なりました。 

 次は岐阜の柳ヶ瀬の商店街に置いた時のもの

です。こちらの商店街も来客数の減少に非常に苦

労されています。そこでトランジットモールの社

会実験のときに、どれぐらい人の動きが変わるか

を見たいということで、岐阜市さんからの依頼で

流動計測をする実験をしました。 

 次に示しましたのが、先ほどの東山地区での計



 

 

測の際の告知資料です。この調査を実施するとき

によく言われるのが、個人情報保護は大丈夫です

か、ということです。実はこの調査手法は、情報

技術的には 7年ぐらい前に私どもは確立をしてい

た技術なのですが、個人情報保護法上の問題、そ

れから電波を受信するということで電波法上の

問題がないか、第三者委員会による検討をいただ

きました。個人情報保護法改正に関わられた専門

の先生方にも入っていただき、議論をいただいて、

現在の調査手法を確立しました。 

総務省の位置情報プライバシーレポートに、こ

の内容が掲載されています。 

 1 つは、どういう目的で使うかを明示する。こ

れはデータを取得すること自体が問題なのでは

なくて、どういう目的で使うかが大事だというこ

と。例えばカメラで、商店街を通るお客様の顔写

真をどんどん撮ったりすると問題になりますが、

これが防犯用のカメラとなるとオーケーになる。

撮影した映像は防犯目的だけに使うのだったら

同意が得られる。計測という行為は、目的とのバ

ランスを考えて、受容できるかどうかの判断が行

われるのです。どういう目的で、どういうふうに

使うかということをきちんと示すことが大切で

す。それでも私は計測されるのが嫌だという方に

は、計測を避ける方法を明示しましょう。これは、

スマホの Wi-Fiをオフにしたら、このエリアでは

計測されませんよ、と告知をします。 

 このスライドは背景に女の人と一緒に車に乗

っている絵が描いてありますが、深い意味はあり

ません(笑)。理由はともかく、私のデータは消し

て欲しいという場合は、自分のアドレスを申告し

ていただくと、そのデータを消す仕組みを作って

おくことが大切です。 

 その他、計測データの分析のために保持期間を

有期にして、第三者提供を行わない。生データを

第三者に出しませんとか、データの使い方につい

ても約束をします。 私たちはこのような様々な

個人情報保護に関する対応を準備したうえで調

査を行います。このようにして、国内外で多くの

の実施例を保有しています。大切なことは、調査

に関する告知をすることで、黙ってやってはいけ

ません。 

  

４ タッチパネル式デジタルサイネージ 

次に、タッチパネル式デジタルサイネージ。こ

れがなぜセンサーなのかというのはあとで出て

きますので、しばらくお付き合いください。 

 これは JR 西日本さんの駅を中心に、現在すで

に 100台ぐらい設置されています。駅にあるタッ

チパネル型の交通サイネージでは、私どものシェ

アが一番高いかもしれません。最初は、私どもで

写真のようなサイネージを実験用に製作し、JR茨

木駅に置かせていただきました。JR西日本コミュ

ニケーションズさんと実証事件を行いました。 

 これが何かということですが、画面下のボタン 



 

 

をタッチすると、様々な交通情報が表示されます。

多言語で地図表示もできます。最近は多面型で他

のディスプレイと一緒に設置された例もありま

す。実は JRさんだけではなくて、家電量販店のエ

ディオンさんからも引き合いがありまして、商業

施設で中国からのお客様が増えたときに言葉の

対応できないから、中国語のページをつくって表

示したいということがありました。 

 駅では、ボタンごとにいろいろな交通情報を提

供しています。タッチパネルですから、例えば時

刻表を押すと、何時にどこの駅にどう停車して、

乗り場はどこかというのが案内されます。もちろ

ん多言語表示となっています。 

 実証実験の時にこのシステムを入れた後でお

話を聞きましたら、思いのほか、駅長さんからの

評価が高かったのです。私も鉄道会社で勤務して

いた時がありますが、駅は合理化が進み、駅員さ

んの数が少ないのです。例えば耳の遠いおばあさ

んが 1人で来られて、バスの乗り場案内をするよ

うなことを想像していただきたいのですが、対応

に 5分ぐらいかかることもあるのですね。そうい

う方が続けて来られますと、お客様へのサービス

が滞ってしまいます。これが置いてあると「あの

機械の下の何番目のボタンを押すと表示されま

すよ」で済むことも増えて、駅でのご案内に役に

立つ、というご意見がありました。 

 私も鉄道会社勤務の時から、駅のお客様のニー

ズはある程度分かっていたのですが、お客様が情

報を知りたいのは、遅延が発生した時とか、荒天

の時などに集中するんです。何もない時は、それ

ほど情報を見ないんですね。いつも通勤・通学で

使っている方は、駅の情報はだいたい頭に入って

いるので、わざわざ見ないのです。 

 1 カ月ぐらい運用しますと、タッチパネルで情

報を検索されている時間というのは、全体の運用

時間の中の 1割以下であることがわかりはじめま

す。残りの 9 割の時間をどうするかというので、

JR 西日本コミュニケーションズさんと相談して、

広告表示をするというビジネスモデルを提案し

ました。 

 こうしますと、駅は、お客様に対するサービス

なので、最初の茨木駅の実証実験の時の写真にも

ありましたように、みどりの窓口や券売機横のよ

うな駅の一等地に置かせて下さいました。駅の一

等地は、なかなか広告用のスペースとしては使え

ないのですが、こういう用途だからこそオーケー

が出たのだと思います。しかも使っていないとき

に広告を出しますというのは別に問題がない。駅

の目立つ場所に設置ができますと、他の場所に比

べると、単価の高い広告を取りやすい。だから、

1 割の時間が交通情報として使われても、残りの

9 割の時間の広告収入で回収するのではないかと

考え、こういうビジネスモデルを提案しました。

そうしますと、むしろ駅からの評判も良く、多く

の駅に入っていったのだと思います。 

 草津や栗東の駅にも設置されていますが、地元

の広告が入り、時間帯によって流す広告を切り替

えることができます。夕方からは飲み屋で、朝、

学生さんがいるときは学生さん向けの広告ニー

ズがあれば、そういうふうな時間分割をして適正

な広告を流していくプログラムが組めるように

なっています。現在は栗東市商工会で運営されて

おり、効率的にご利用いただいております。 

 駅からの声の中では、時刻表の表示を行う際に

は、このサイネージを制御するセンターサーバが

JR 西日本さんのホームページにアクセスしてデ

ータを取得し、サイネージに表示するために適切



 

 

なサイズに自動加工して出すんですね。だから駅

では、時刻表の校正作業をする必要がありません。 

 今までは駅で掲示する時刻表は、駅側で時刻表

の校正をされていたそうなのです。これがけっこ

う大変な作業で、この手間が減るということで非

常に喜ばれました。 

 このサイネージにはいろいろな機能がありま

して、こちらにあるように、近くの大学の案内を

したり、イベントの時には鉄道クイズを出したり

できます。駅によってはいろいろな機能を切り替

えて使えるようにしています。たとえば、この機

能は下の機能メニューから、ドラッグ＆ドロップ

をして選択しますと、そのサイネージの表示が即

時に切り替わります。サイネージごとにどういう

コンテンツを出すかを決めると、簡単にカスタマ

イズすることができます。 

 これは運用が簡単になるだけではなくて、先般

の熊本地震のときなど在来線が止まってしまっ

たので、そのときに博多の駅で在来線の時刻案内

を止めたいということで、その機能だけを停止し、

緊急表示に切り変えたりしました。 

 緊急表示の案内につきましても、例えばサンダ

ーバードが強風で止まったときとか、伊勢志摩サ

ミットのときにコインロッカーを閉鎖しますと

いう案内ですとか、駅の判断で必要な情報に切り

替えていけるようになっています。あらかじめ必

要な情報を作成しておいて、駅の操作で切り替え

るのですね。こういうふうに多目的に使えるとい

うのがサイネージの良さだと思います。 

 さてこれが、なぜセンサーになっているかは、

ここからです。各駅でどういう情報が見られてい

るか、お客様はどの時間に、どの曜日に何を見て

いるかというのは、センターサーバでずっと集計

されています。これを見ると、お客様のニーズが

分かります。 

 例えば、多言語のボタンのタッチ数を測定しま

すと、京都駅が多いのは当たり前で、新幹線が開

業してからは金沢駅も多いんですね。その次はな

んと天王寺駅が結構多いのです。最近ゲストハウ

スなどが新設されて、公共交通を使って遊びに行

く方が天王寺駅に集中しているからでしょうか。 

 どの国の言葉で、どの時期にお客さんが見たい

のかが分かります。年末年始は利用数が跳ね上が

ります。中国春節、それから桜の時期にもアクセ

ス数が急増することが分かります。 

  

５運転手生体センサー 

次は、運転手生体センサーのご紹介です。2 年

ほど前からやっているプロジェクトで、運転手さ

んの体調を調べるセンサーの研究をしています。 

 なぜこんなことをしているかというと、ご承知

のとおり、交通事故の抑制が目的です。昔は若者

の交通事後が多く、カミナリ族なんて懐かしい言

葉ですが、今の若い人では、逆に車の運転ができ

ない割合が高くなって高齢者の交通事故が増え

ています。ところがバス業界では、高齢者の方に



 

 

頼らないと、運転手さんが確保できないのですね。

それで、ご高齢のドライバーでも安全に運転をし

てもらうためにどうしたらいいかということで、

体調を検知するためのセンサーを開発 

するための研究がスタートしました。いくつかの

大学との共同研究です。バス会社の方々に協力し

ていただき、センサーを体に付ける場所を調べま

した。 

 人間の体の状態を測るのに、良いのは脈を取る

ことですが、脈拍を計測するには測定器を体に接

触させないといけないので、運転中は計測が難し

いんですね。最初は腕や指に巻くとかいろいろや

ろうとしたのですが、邪魔で運転に集中できない

だろうということで、他の計測方法について実験

をしました。 

この写真の方は一緒に実験をした京大医学部

の先生ですが、脈波を計測するために首のこの骨

の位置、赤い丸印の位置が一番いいということを

発見されました。これは、ネクタイを締めると、

首の後ろの計測しやすい位置なのですね。ここに

脈波センサーを入れました。それ以外に、腕に活

動センサーといって、いわゆる加速度センサーを

付けまして、動きが緩慢になったかどうかとか、

動作していないときに脈拍がどう変化するかと

いった関係を分析します。 

 脈波を長時間分析していきますと、周波ごとに

副交感神経とか交感神経との動き、その推移によ

って体調や心理状態の変化を捉えることができ

ます。これで運転手さんの生体情報や心理状態を

計測するという実験をしました。 

入眠しそうになったり、疲れが溜まってきてい

る状態をこれで検出しようというわけです。 

 実は、最初は、そんな邪魔くさい解析などしな

くても顔の映像を撮って分析したらいいのでは

ないかと考えたのですが、実はこれはうまくいか

なかったのです。実はわれわれが最初に取り組ん

だのは、3 次元深度センサーを使って顔の映像を

撮ったんですね。まばたきをしている回数や時間

間隔などが計測できる。これはいいということで、

バスに付けようとしたのですが、まったく駄目で

した。 

なぜかというと、まず口の動きから、バス停で

告知をしているときの状態を計測しようとした

のですが、例えばインフルエンザが流行するとき

にはマスクをしなさいと指導します。するとマス

クで口が見えないんですね。また目の動きを撮ろ

うとしても、多くの運転手さんは、まぶしいとき

にはサングラスをかけるんです。ああ、この映像

による計測手法は駄目だ、ということになりまし

た。実験としては実施したのですが、実用にはな

らないということになりました。 

それから、車両のセンサーも付けました。最後

は実験走行の時には車の中はセンサーだらけに

なりまして、運転手さんにこういう状況で走って

いただいたのです。 

一番最後に生き残ったのが、シートの後ろに取

り付ける脈波センサー、ミリ波ドップラーセンサ

ーでした。これで体の微細な動きが計測できます。

脈拍や呼吸の時の体の振動が取れるんです。この

センサーが、どうもよさそうだということで、シ

ートの後ろに仕込むセンサーというのが、ある会

社で製品化に向けて動いています。 

 この実際に協力をいただいたのはみなと観光

バスさんですが、バスが今どこを走っていて、そ

の人の呼吸と脈拍の状態がわかり、これを解析す

ると入眠しやすい状態が計測されるということ

がわかりました。これは新聞でもいろいろと取り



 

 

上げていただきました。みなと観光バスでは、こ

れらセンサーが接続できるバスの計測装置の開

発を進めておられます。 

 ここまでが、いろいろなセンサーの事例です。

では次に、これらの技術は国内だけではなく海外

でも活躍しています。海外での活用例についてご

紹介したいと思います。 

  

６ 海外への展開事例 

まず最初に、ケニア、ナイロビの事例紹介です。

この中でケニア、ナイロビに行ったことがある方

はいらっしゃいますか。阪神高速の川上さんとか

何人か先輩の技術者の方々も行っておられて、現

地の状況などを教えていただきました。まず、ナ

イロビについてご紹介します。 

 ナイロビは、人口 320万人といわれていますが、

実際はもっと人口が多いように思います。言葉は

スワヒリ語と英語です。ビクトリア湖のそばにあ

り、ちょうど赤道に位置しますが、標高が高いの

で涼しいです。ここで交通調査を実施するご相談

をいただきました。しかし従来型の手法では簡単

に交通調査はできないのだそうです。 

 なぜかというと、現地に行かれた方はご存知か

と思いますが、キベラ・スラムなどの大きなスラ

ム地区が都市部（CBD）のすぐ横にあります。ここ

は何人住んでいるか分からないくらいの人口密

集度なのです。四畳半ぐらいのところに 6、7人住

んでおられることもあり、トイレがまったくない

家もあり、フライング・トイレ（flying toilet）

と聞きましたが、スーパーの袋のようなプラスチ

ックバッグに入れて窓から投げ捨てることもあ

ると聞きます。それぐらいの人口密度で住んでお

られるのですね。 

 ところが、スラムに住んでいる方々もスマート

フォンをお持ちです。これから経済発展して、こ

れらの方々がどんどん街中に出てこられるよう

になると、ナイロビの交通問題はもっと深刻にな

ります。従来型のパーソントリップ調査やインタ

ビュー調査をするのは本当に大変だ、ということ

で、先ほど紹介しました、Wi-Fi パケットセンサ

ーを使ってみることになりました。 

 さて、ナイロビの人口構成はこんなふうになっ

ていまして、これを見ると労働層の人口が流入し

ているのが分かりますね。 

 アフリカではかなりの方が農牧業をされてい

るのですが、最近の気候変動で雨が降らない日が

続くと家畜が死に、生活できなくなって都市部に

来られるのだそうです。流入人口が急速に増える

と、先ほどの人口ピラミッドのような現象が起こ

ります。 

 これはナイロビだけではなくて、私は一昨日モ

ンゴルから帰ってきたのですが、モンゴルでも同

じことが起こっています。全人口の半分が首都周

辺に集中しています。これも気候変動の影響が大

きい。こういったところで緊急に交通政策を進め

ないといけないという問題が起きています。 



 

 

ナイロビ市内には今はバスしかないんですけ

ど、バスだけでは市内交通はもたないので、マス

トラを入れようという

ことで、JICAでプロジ

ェクトが計画されまし

た。 

 どんなところかとい

いますと、街中はこん

なふうに車だらけで、

いいバスがあると思っ

たらトラック改造車だ

った。改造車をつくる

のは非常に上手で、こ

ういう車もたくさん動

いています。 

 市内では手押し車

で物資を運ぶ方も多

く、かなりの距離を運

搬されるようですが、

これで生活をされて

いる方もいらっしゃ

います。 

高速道路は非常にいいものができていますが、

都心部に入ったところで大渋滞を起こす場合が

多いです。 

 公園も非常にきれいですが、日本人は特に行か

ないようにと注意されました。誘拐が多発してい

るらしくて治安が悪いから、公園付近では車から

は降りないでくださいと言われました。 

 鉄道はあるんですけど、ほとんど貨物輸送と都

市間輸送にだけ使われていまして、都市内の輸送

には使われていませ

ん。 

 これを撮った途端に

捕まりかけました。鉄

道を撮ったら駄目なん

ですね。帰りのフライ

トに乗り遅れそうで、

えらい目に遭いかけましたが。 

 都市部のバスターミナルはこんなふうになっ

ていまして、ものすごい混雑となります。 

この人の動きを追跡しようということで、これ

はセンサーの取付場所

をナイロビ市の方と一

緒に現地調査をしてい

るところです。上を向い

ている方がいらっしゃ

いますが、ここに付けよ

うと言っているんです

ね。左の黒い服の方が、ここにポールを立てるた

めにメモをしています。 

 都心からちょっと空港のほうに抜けていくと、

高層ビルの前にシマウマがいるような国立公園

があります。シマウマの写真を撮っていたら、現

地の方に何が珍しいのだと言われて。じゃあサイ

は珍しいですか、ということで写真を撮ったんで

すけど。まさかライオン

はいないですよねと言っ

たら、ライオンもいるん

です。まさか逃げないで

すよねと聞いたら、逃げ

たことがあったようで。

野生と一体になっているところで面白かったで

す。 

 それで、この地域でどうやって交通計測をする

のか、というのがテーマでした。公共交通を計画

するために人の動きを計測したいということで、

アクティビティ・ログですとか、スマホアプリを

配布できないかとか、Uberと組めないかとか、い

ろいろなことを検討されたようです。しかし Uber

を使うのはお金のある人だけだし、交通流動全体

が取れない。アクティビティ・ログといっても、

それほどたくさんの調

査員が市街地に入って

いけるわけではない。ス

マホのアプリ配布は、日

本ではよくやりますが、

通信費がもったいない

ということで使ってく

れないのではないかということで、今回は Wi-Fi

パケットセンサーによる調査をすることになり

ました。これは JICA事業で、日本公営・パデコ社

様のもとで実施しました。 

 現地では、この図の交差点のところに、Wi-Fiパ

ケットセンサーを順番に仕込んでいって、CBD の

真ん中には稠密に配置をする。CBD に入ってきた

人がどこからどう動いてきたかを解析しようと

いうものです。模式図にすると、こんな感じの絵

になります。outer shell、inner shell、それか



 

 

ら、CBDの中にセンサーを置きます。 

 日本で 40 基のセンサーを製造していきました

が、通関ができるかという心配がありました。こ

れを大量に持ち込むと、誰が見てもスパイ道具に

見えます。これは何だと聞かれて、Wi-Fi の電波

を受けるとか、スマートフォンを計測するとか説

明したら、よけいに

疑われて時間がか

かりそうなので、と

りあえずはスーツ

ケースの中に入れ

て旅行者みたいに

普通にしてました

ら、通関通れまし

た。文書も準備しており、違法ではないのですが、

説明が大変なので。 

 現地の計測において、何が最大の問題かという

と、途上国でこういう設備を付けると、盗難にあ

う可能性があります。それで手の届かない高さの

ポールを立てたらいいんじゃないかということ

で、ポールの製造業者の工場に行きまして、5～7

メートルの照明灯のようなポールを製造しても

らいました。これのセンサーはそれほど高価なも

のではなくて、1セット 20～25万あったら全部取

り付けまでできます。このセンサーを設置するた

めにポールを基礎から工事したら、ポール工事の 

ほうが高そうに思うん

ですけど、現地ではそん

なに工事費は高くない

んですね。 

電気メーターのボッ

クスなども取り付けま

して、出来上がりがこれ

です。高いもので 7メー

トルぐらいのポールで

す。これを現地では、例

えば写真のように取り

付けます。写真は市内、

CBD の真ん中の交差点

のものです。 

 このパケットセン

サ 

ーの検知エリアは、日

本の場合は 20～30 メ

ートルですが、海外で

は Wi-Fiの電波が日本

の規格と違って強いので、もうちょっと飛びまし

て、私たちの計測では 200メートルぐらい飛びま

す。200メートルで円を描くと、CBDをだいたいカ

バーします。 

 こういうふうな形でセンシングをしまして、収

集されたデータを終日、自動的に OD 表に加工し

ました。OD表を見やすいように、Chord Diagram

として図化しました。 

 inner shell内の動きを見ると、だいたいどの

あたりに公共交通を入れると、どれぐらいの需要

があるかが見て分かります。outer shellの間で、

課題になったのは inner shellを抜けて走ってい

く車がどれぐらいいるのだろうということだっ

たんですけれども、けっこうそれも捉えられまし

て、inner shellを通過道路のように使っている

車の量なども分かったりします。 

交通量が曜日別に変動するかどうかも見るこ

とができます。24時間 365日ずっと計測していま

すので、特殊日とかの動きも面白いです。 

計測期間の途中で選挙があったんですけど、選

挙の日の動きとか、それから大きなコンサートの



 

 

ときは会場付近にたくさんの人が来るんですよ

ね。それがいったい何時から来るかとか、そうい

う流動も捉えられています。将来は計画路線のと

ころにも、センサーを置いて、駅周辺でどれぐら

いの人が動いているかを計測すると面白いです

ね、とこんな話をしておりました。 

 次にご覧いただくのは、計測結果とサンプルを

1 サンプルごと動画にしたら何がわかるか、とい

うことで製作してみたものです。 

 この右上は時計ですね。今、夜中の 12：30 で

す。ナイロビ市内はけっこう深夜 1 時、2 時から

人が動いています。もうちょっと見ていただくと

4 時ぐらいから、まだバスは動いていないのです

が、徒歩の人が急激に増え始めます。 

 右上の人が発生している地域が準スラム地域

です。この人口稠密地区から発生する人が多いと

いうのが分かります。市内で帰らずに寝ていただ

けの人かもしれませんが。6 時ぐらいになってく

るとバスが動き始めまして、7 時ぐらいから通勤

ラッシュが入ります。そうしますと、通勤バスが

CBD 中央あたりに着くんですけど、このバスター

ミナルがある地区からたくさん人が動き始めま

す。ケニアの人は、よく歩くんです。交通手段は

徒歩も多くて、歩いて公園を抜けて通勤する方も

たくさんいます。この動画では、ルート配分をせ

ずにセンサー間を直線で結んでいるのでこうい

う絵になっているんですけど、実際は道路に沿っ

て歩いている方が多いのですが。ただ、どの時間

帯にどの地域に人が集中しているかというのは、

このようなアニメーションにして見ることがで

きます。すごい数のドットが動いていますが、こ

れだけのサンプル数をセンサーが取得している

ということなんですね。 

  

さて現在、もう一つ進行中のプロジェクトがあり

ます。最後の例として、ラオス・ヴィエンチャン

のプロジェクトを紹介したいと思います。前半は

バスのプロジェクトで、後半は救急車のプロジェ

クトの紹介です。首都ビエンチャンは 70 万人ぐ

らいの人口を擁しています。 

 まず、ビエンチャンの路線バスですが、時刻表

どおりには動いていません。途上国のバスはこう

いう例は多くて、終着点まで行ったら、そのまま

帰ってくるんですね。渋滞が激しい中でピストン

運転をするものですから、ほとんど時刻表どおり

に動かないのです。そこで、この地域でどうやっ

てバスの利用促進をしようかということで考え

たのがこの仕組みです。時刻表通りに動かないな

ら、実際のバスの動きを 1秒単位で追いかけてい

ってやろうと考えたのです。 

 私たちはこれを実現するために、JICAの中小企

業海外展開支援事業に応募しました。私どもの会

社は中小企業なので、この応募ができたのです。

この採択をいただき、バスロケとパケットセンサ

ーを導入しました。 

 まずバスロケの紹介です。最初に説明しました

ように、バスに付けているのは、スマートフォン

です。これは現地では 120 ドルぐらいの価格、1

万 5,000円ぐらいで購入できます。専用 GPS車載

機に比べても安いです。壊れたら修理するより代

わりのものに替えたほうが安いくらいです。 

スマートフォンをバスに取り付けて、運転手さ

んは、その日に運行する路線を登録すると、自動

的にバスの位置情報を利用者に知らせることが

できる仕組みです。 利用者には、スマートフォ

ンを使って情報を発信します。ラオスのスマート

フォンの保有率はすごく高いんですね。一応バス

停はあるんですけど、路線バスはバス停に止まる



 

 

とは限りません。観光客にも使ってもらおうと、

バス停をクリックすると、その近くの施設の案内

をするという機能も付加しました。地図上でバス

が 1秒ごとに動いていくのです。あとでまたご覧

いただけたら良いのですが、lao.busnavi.asiaと

いうアドレスをスマホに入れていただくと、ご覧

いただけます。 

 バスの位置情報を示しているだけだったら面

白くないので、バスをセンサーにしまして、どこ

で渋滞が発生しているかという情報に加工して、

一般利用者に見せます。一般の車が渋滞を避けて

くれると、バスの定時運行に繋がるだろうという

ことで、このような情報を WEBで提供を行ってい

ます。 さらにこの情報表示ディスプレイをバス

の運行管理センターに置きまして、渋滞が激しい

ときは追加のバスを出すとか、次のバスの運行時

間の調整をするという運行管理をされています。

この方が運行管理責任者です。 

ビエンチャンバス公社には、バスの運行管理情

報システムがなかったのですが、このシステムに

より 1台 1台のバスの動きが把握できるできるよ

うになり、渋滞状況の把握までできるので、運行

管理がやりやすくなったということで大変喜ん

でいただきました。  

もう一つは、バス利用者はこの情報にスマート

フォンを使ってアクセスするのですが、どこから

アクセスしているのかを取得して分析します。 

この解析をすると、バスユーザーはどこに、ど

の時間帯に分布しているかが分かるんですね。次

に運行計画を見直す際には、例えば平日の朝には

マーケットに人が多いとか、昼前には病院の周り

に利用者が多いとか、利用者の時空間分布がわか

ります。この情報を使って、増発計画をすること

もできるので、このようにデータを解析して、お

客さんの分布を毎日見ておられます。 

 例えば、先のグラフですが、朝の出勤ピークは

分かるのですが、昼にもピークが出ています。ベ

トナムでもそうですけど、ラオスはお昼ご飯を食

べに自宅に帰る方が多いのですね。次に夕方の帰

宅時間にピークが来る。だいたい 4時にピークが

あります。ラオスでは早く家に帰って、働き方改

革を実践されておられますね。どの路線を検索し

たとか、それからどの言語でアクセスしたかとい

うのも分かるようになっています。 

 最初は、ラオス国内だけの利用を想定していた

のですが、実は利用者の分布を見ますと、口コミ

からか他国からのアクセスがすごく多いのです。

タイからラオスに来られた方が、目的地までバス

で行けるかどうかを調べたり。ベトナムからもア

クセスが多いです。 

  

 

 

 

 



 

 

日本では JICAさんの広報で『地球の歩き方』でこ

のサービスが紹介されたものですから、ラオスに

行く人はこれを見て、路線バスの利用を検討され

る方が増えているようで、アクセス数が増えてい

ます。 

これを見ますと、日本では西日本からのアクセ

スが多く、東北は少ないのですよ。東北では、『地

球の歩き方』の新刊があまり売れなかったのかな。

ちょうど新刊が出た途端に日本からのアクセス

数が増えました。ヨーロッパとかいろいろなとこ

ろからアクセスをしてこられています。仁川から

直行便があるので、韓国の利用者もたくさんおら

れます。 

 バスロケの

サービスを説

明するステッ

カーなどをビ

ジターセンタ

ーに置いて、旅

行客の方にバ

ス路線案内を

すると、外国人

観光客の利用が目に見えて増えます。だいたい手

応えで、2年ぐらいで２、3割、観光客の利用が増

えた感じです。 

日本で公共交通の利用が 2割 3割増えるなんて

信じられないですけど。もちろんこれだけではな

くて様々な利用促進策の効果も合わせ技となっ

ています。 

 宣伝をするのに

日本のポケットテ

ィッシュを持って

いきました。これ

は現地で大変ウケ

るんです。現地で

は高品質のフェイ

シャルティッシュですから、アンケートを書いて

くれたらこれをあげますというキャンペーンを

すると、アンケートに長蛇の列ができまして、回

答数が増えて解析するのがしんどいくらい。そん

なこともやりまし

た。 

 今、現地のバスに

乗ったら、バス車内

に弊社の社名も掲載

されているのです。

小さな会社ですが、

ラオスでは非常に有

名な会社になってしまいました。 

 今のバスロケのシステムには、携帯会社である

ラオテレコム社のロゴが入っていまして、同社へ

のリンクを張ってあります。世界各国でこれを見

てくれるから宣伝効果があるぞ、ということで、

バスロケの通信費用はこの携帯電話会社が負担

をするというビジネスモデルができました。この

ような費用負担のビジネスモデルを作り込むこ

とに、むしろ時間がかかりましたが、現地ではこ

んな運用が行われております。 

 年間のユーザー数も十何万となり、交通警察に

もこのディス

プレイを置き

まして、渋滞箇

所をモニタリ

ングしながら、

様子がおかし

いときには現

地に警察官を

派遣します。バスターミナルにもディスプレイを

設置し、公共事業運輸局のオフィスにもディスプ

レイを設置して、関係者がこれを見ながら道路整 

備や信号の配置などを考えられています。 

次に、Wi-Fiパケッ

トセンターです。

センサーを設置し

た場所は主要交差

点にある交通警察

の派出所です。派

出所の軒下に付け



 

 

ました。ラオスの街中は非常に車も渋滞も多いの

ですが、交通の常時観測をしています。リアルタ

イムでモニタリングするわけですが、6 時半過ぎ

に急激に交通量が立ち上がってくるのが分かり

ます。ですから、現地で急いで移動されるときは、

6 時から 6 時半はいいんですけど、6 時半を過ぎ

ると一気に渋滞にかかる可能性が高くなるので

すね。 

 交差点間の車両の走行速度の分布情報も提供

します。さらに交差点間のリアルタイム OD も計

算します。例えば交差点改良計画をされた方はよ

く分かると思いますが、動線別・方向別の交通量

の観測が必要で、カウント調査が大変ですね。こ

のセンサーは置いておくだけでと勝手に交通分

布を計測します。 

 区間ごとの速度分布を見てみると、渋滞してい

る、渋滞していないということだけではなく、路

面整備の状況もわかる。例えば雨が激しく降って

路面が冠水したときなど、途上国ではポッドホー

ルに水が溜まると、水深が深いか浅いかが見ても

わからないから、スタックが怖くて水たまりを避

けて走ったりしますよね。 

 雨天時に急激に速度分布がぐっと下方に変位

する区間は、冠水や水たまりが多いかもしれない。

ここは道路整備の対象区間だよ、ということが分

かるのではないかと考えて作ってみました。JICA

さんや公共事業省には、こういう計測結果の利用

方法があると提案しましたが、地元ではまだそこ

まで使いこなすニーズはないみたいでした。 

 せっかく作ったセンサーシステムなので、この

技術を地元のラオス国立大学（NUOL)へ全て移転

しました。ソースコードごと試験用センサーを寄

付してきました。

現地の方には喜

んでいただき、こ

れを使って IT の

教育をやるとい

うことで、講演会

の開催もしてく

ださいました。 

 センサーが取得したデータは全て、統計処理を

してその結果をオープンデータとして公開を始

めています。日本では道路管理者や交通情報サー

ビスに関する関係者協議が難しくて、こういう交

通情報のオープンデータ化は大変難しい課題で

ありますが、国際

的な成功事例を

作っていくとい

うことから考え

ても、先進技術の

導入事例を途上

国で実現してい

くというチャレ

ンジは効果的だ

な、と考えているところです。 

 実際にこのオープンデータを使って、ラオス国

立大学でアイデアソン・ハッカソンをしまして、

現地の学生や企業の方に参加をいただきました。

景品をたくさん、日本から持っていって、楽しい

イベントになりました。参加チームからはいろん

なアイデアが出て、良いアイデアを事業化しよう

としたところ、実際にこのうちの幾つかはスマホ

アプリとして提供できるようになりました。 

 最後にもう一つ、ラオスでやっているプロジェ

クトの紹介をさせていただきたいと思います。 

 これは救急車の動態管理プロジェクトです。事

故現場に救急車が派遣されるサービスは、世界全

体で見ると十分なサービスとして普及していな

い国はたくさんあります。ラオスでは、公共セク

ターが救急車を運行できていません。なんと、民

間ボランティアが救急車を運行しているのです。 

 このボランティアの一つで、ラオス最大のチー

ムが、ビエンチャンレスキューです。 



 

 

この組織はセバスチャンというフランス人が

立ち上げました。目の前で交通事故に遭った若者

が病院に搬送されることもなく、亡くなるのを見

て、救急車のサービスを自ら始めます。 

彼は救急救命士の資格を持っているのですが、

寄付を集めて救急車を購入し、自分達で救急隊を

組織しました。 

 私が彼と会った時には、すでに数台の救急車が

活動を始めていましたが、救急車の現在位置が分

からないので、どの救急車をどこに配車していい

か判断できない。バスロケーションシステムを見

て、この救急車用のシステムを作りたいから、手

伝ってくれないか

と彼に言われたの

です。結局、弊社の

寄付で、このシステ

ムを導入すること

ができました。とて

も喜んでいただき

ました。 

 写真にある後ろのディスプレイに救急車の位

置情報と軌跡が表示されます。例えば今病院で待

機しているから、この車両を現場に向かわそうと

いう判断ができます。車両の配車効率が上がると、

ガソリンの節約になります。 

 これらボランティア組織は、はいろいろな国の

寄付で活動されて

います。豊中消防

からヘルメットや

防火服が寄贈され

ていましたし、日

本からの消防車も

ありました。ぜひ

自 治 体 関 係 の

方々、古い救急車

や消防車が手に入りそうだという方は、ラオスに

ご寄贈いただけますでしょうか。代わりにゾウが

返ってくるかもしれません。(笑) 

 今進めようと考えている新しいプロジェクト

は、救急車で受傷者を運ぶだけでは事故は減らな

いので、どこでどのような事故が起こっているか

を解析しようというものです。 事故が起きた場

所、時間、内容を記録するため、スマートフォン

で写真を撮ってデータベースにするプロジェク

トをはじめようと思っています。 

 日本では交通事故の現場で写真を撮り、データ

化することすらプライバシーの問題で難しいの

ですが、ラオスでは可能です。このデータは、例

えば自動車会社や保険会社にとっては重要な情

報になると思います。途上国ではバイクの事故が

多いですが、どういうふうに車が巻き込まれると

か、破損しているかが分かりますよね。今、いく

つかのファンドにこのプロジェクトの支援のお

願いをしながら、これを始めようとしています。 

 今までは私たちも、すべてボランティアでやっ

てきましたが、そろそろ、経済的にもたないので、

関係方面に支援の依頼をはじめました。 

 救急活動で現地に行くと、実際にボランティア

の方が救急救命活動をしておられますが、現場は

本当に大変です。病院に運ぶまでの時間で、スマ

ホからデータベースに入力します。ノーヘルや飲

酒が事故の原因になっていることも多いのです

が、その原因分析もできるようにしていこうして

います。現地の活動支援として、このようなプロ

ジェクトを開始しました。 

  

（この後、約 10 分間のビデオ上映） 

 

 以上で、本日のお話を終わらせていただきます。

ぜひ皆さまもまた、こういった、ラオス、途上国

の支援にご協力いただけるとありがたく思って

おります。 

どうもありがとうございました。 

 

 


